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2１.潮発電所と神戸川流域の関係

出雲市

来島ダム

流域面積:約140km2

神戸川
流域面積約

471km2

国交省志津見ダム

潮発電所(36,000kW)
江の川へ放流

斐伊川

国交省尾原ダム
馬木堰馬木堰

馬木観測所馬木観測所

斐伊川放水路

江の川

八神観測所八神観測所
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3２.来島ダム環境放流の変遷概要（1）

○昭和58年12月『確認書』締結，平成59年5月から県の要請により灌漑放流実施

○昭和59年8月から手動操作により環境放流開始

○昭和62年2月から自動制御の導入，逐次改良（H9:制御間隔短縮，H14:確保

流量が不足する前に予測開始）等により流量確保の精度向上を図った

自動制御装置改造H14年自動制御改良
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4２.来島ダム環境放流の変遷概要（2）

○来島ダムの基準地点（八神,馬木）確保流量に係る運用方法の変遷
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5３.環境放流運用（河川水位伝送方法）の変遷（1）

戸神

川

馬木観測所

来島ダム

日

本

海

ダム管理所 潮発電所

島根県

佐田中継所

出雲土木事務所

【潮発電所】

毎日10時（土日祝日を除

く）に当日9時の馬木水位を

電話確認

（1）昭和59年8月20日（環境放流開始）～昭和60年4月9日

○毎日（9時：土日祝日除く）の馬木の水位を出雲土木事務所から潮発電所員が電話で

聞取り，来島ダム操作員へ電話連絡し，手動操作で（11時）放流実施。（1回/日）

公衆電話

社内電話
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6３.環境放流運用（河川水位伝送方法）の変遷（2）

（2）昭和60年4月9日（馬木水位試験傍受）～昭和61年3月9日

○毎日（9時：土日祝日除く）の馬木の水位を出雲土木事務所から潮発電所員が電話で

聞取り，来島ダム操作員へ電話連絡し手動操作で（11時）放流実施。（1回/日）

○さらに，土日祝日の馬木水位を試験的に傍受し補完

戸神

川

馬木観測所

来島ダム

日

本

海

ダム管理所 潮発電所

島根県

佐田中継所

出雲土木事務所

【来島ダム】

土日祝日の馬木水位を
試験運用中の島根県馬
木水位TM傍受データに
より補完

【潮発電所】

毎朝10時（土日祝日を除
く）に当日9時の馬木水位
を電話確認

八神観測所建設中

社内電話

公衆電話
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7３.環境放流運用（河川水位伝送方法）の変遷（3）

戸
神

川

馬木観測所

来島ダム

日

本

海

ダム管理所 潮発電所

島根県

佐田中継所

出雲土木事務所

【来島ダム】

毎日9時の馬木水位を島根県馬木

水位TM傍受データにより確認

（3）昭和61年3月10日（馬木水位傍受運用開始）～昭和62年1月31日

○毎日（9時）の馬木の水位は，島根県馬木水位テレメータ（ＴＭ）を来島ダムで

傍受し，ダム操作員が手動で（10時）放流実施。（1回/日）

八神観測所建設中
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8３.環境放流運用（河川水位伝送方法）の変遷（４）

戸神

川

馬木観測所

来島ダム

日

本

海

ダム管理所 潮発電所

島根県

佐田中継所
八神観測所

志津見ダム

出雲土木事務所

【来島ダム】

八神および馬木水位を島根県神戸川系TM
傍受データにより確認し環境放流バルブ
を自動制御

（4）昭和62年2月1日（環境放流バルブ自動制御運用開始）～現在

○八神および馬木の水位を島根県神戸川系テレメータから来島ダムで傍受し，環境

放流バルブを自動制御により放流実施
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9４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅰ）

9時

9時 9時

確保流量4.0㎥/s

確保流量0.8㎥/s

0.7㎥/s

3.8㎥/s

2hr後想定流量 0.7㎥/s

見込不足流量 ▲0.1 ㎥/s

放流開始 0.5㎥/s 来島ダム

八神

馬木

【S62.2～H9.11】制御間隔２４時間（1回/日：毎日9時時点）

○観測地点流量が9時時点で八神:0.8㎥/s，馬木:4.0(2.7)㎥/sを下回って放流開始

○毎日9時の水位から八神（2時間後）,馬木（24時間後）の見込不足量を放流

9時

9時 9時

放流開始

流量不足

放流停止

前提条件：前日９時には流量が確保されていたが，河川流量が減少し当日９時に確保流

量を下回り，放流を開始するモデル（翌々日９時は参考に示す）

24hr後想定流量 3.5㎥/s

見込不足流量 ▲0.5 ㎥/s
24hr後流量想定

流量確保

放流なしの場合

流量確保

当日

当日

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

（
流
量
）

（
流
量
）

（
流
量
）
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10

【⑨の制御方法説明】

①前日９時には八神地点流量０．８ ㎥/s以上が確保されていたが，当日９時には河川流量が減少
し０．７ ㎥/sとなる。

２時間後の八神地点想定流量０．７ ㎥/sを想定し，見込不足流量０．１ ㎥/sを算出する。

②前日９時には馬木地点流量４．０ ㎥/s以上が確保されていたが，当日９時には河川流量が減少
し３．８ ㎥/sとなる。

２４時間後の馬木地点想定流量３．５ ㎥/sを想定し，見込不足流量０．５ ㎥/sを算出する。

③八神地点見込不足流量０．１ ㎥/sと馬木地点見込不足流量０．５ ㎥/sのうち，大きい流量の

０．５ ㎥/sを当日９時に来島ダムから放流する。

④当日９時に来島ダムから放流した０．５ ㎥/sにより，翌日９時には八神地点流量０．８ ㎥/s以上
が確保される。

⑤当日９時に来島ダムから放流した０．５ ㎥/sにより，翌日９時には馬木地点流量４．０ ㎥/s以上
が確保される。

⑥翌日９時には各地点とも確保流量を満足しており，来島ダム環境放流停止。

⑦翌々日９時には八神地点流量０．８ ㎥/s以上が確保される。

⑧前日から馬木地点の河川流量が減少し４．０ ㎥/sを下回る。翌々日９時に２４時間後の馬木地
点流量を想定し，見込不足流量を算出する。

⑨馬木地点の不足流量を翌々日９時に来島ダムから放流する。

４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅰー1）
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11

【H9.12～H14.3】

○制御間隔を２４時間から６時間（4回/日）へ変更

○制御方法は変更なし

４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅱ）



p12Copyright© The Chugoku Electric Power Co.,Inc. All rights reserved.

12４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅲ-１）

【H14.3改良～H23.6】流量不足前に演算開始および3時間連続不足時制御を追加

○観測地点(八神，馬木)の確保流量が不足する前に八神流量:1.0㎥/s，

馬木流量:6.0 ㎥/sから演算開始

○観測地点流量が3時間連続して不足した場合放流開始・放流量増加

○見込不足流量に河道ロス分（馬木：20％）を加えて放流

＜0.8㎥/s

1.0㎥/s

演算開始（改良後） 演算開始（従来）

＜4.0㎥/s

6.0㎥/s

演算開始（改良後） 演算開始（従来）

八 神 馬 木

時間

流
量

流
量

時間

１－１．予測（演算）を開始する水位観測地点流量の変更

制御の概要は？
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13４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅲ-２）

１-2. Ｈ１４自動制御装置改良後の制御の概要

○自動制御は水位観測所の確保流量が不足する前に演算開始

確保流量4.0㎥/s

馬木

来島ダム

演算開始（１９時）

1時間毎

現在5.8 ㎥/s ，24hr後想定流量 3.7㎥/s

見込不足流量 ▲0.3 ㎥/s

9時 3時9時15時 21時 21時15時3時

放流開始0.4㎥/s

河道ロス２０％加算
放流増加

流量不足

演算開始流量6.0㎥/s

前提条件：馬木地点における河川流量が減少して6㎥/sを下回ってから演算を開始し，

次回の制御正時（６hr毎）に制御を開始するモデル

※ 参考のため八神観測所は省略

当日

①

②

③

④
⑥

⑦

（
流
量
）

（
流
量
）

⑤
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14４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅲ-３）

【⑬の制御方法の説明】

①当日１５時の馬木地点流量６．０ ㎥/s（演算開始流量）を超えていたが，当日１９時の馬木地点の
河川流量が減少し６．０㎥/sとなったため，予測演算を開始する。見込み不足流量を算出しても制
御は，制御正時（３時，９時，１５時，２１時）まで実施しない。

②当日２１時（制御正時）に２４時間後の馬木地点の想定流量３．７ ㎥/sを予測し，見込不足流量

０．３ ㎥/sを算出する。

③馬木地点見込不足流量０．３ ㎥/sに河道ロス２０％を見込み，当日２１時に０．４ ㎥/sを来島ダム
から放流する。

④翌日３時時点には，現在流量と前日２１時の放流とを考慮して予測すると，２４時間後の想定流
量は確保できるため，制御変更はしない。

⑤翌日３時は来島ダム環境放流０．４ ㎥/sを継続。

⑥翌日９時は馬木地点の６時間前に予測した２４時間後の想定流量より減少傾向のため，翌々日

９時の馬木地点想定流量は確保流量に対して不足することを予測し見込み不足量を算出する。

⑦馬木地点の見込み不足流量に河道ロス２０％を加えて，翌日９時に来島ダムから放流する。

（既放流量０．４ ㎥/s＋増量α ㎥/s）
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15４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅲ-４）

２．観測地点流量が３時間連続して不足した場合の制御

9時 15時 21時 3時

3hr

八神

来島ダム

0.8㎥/s

放流開始

9時 翌日
9時

21時

3hr

馬木

来島ダム

4.0㎥/s

放流開始

【馬木地点】【八神地点】

前提条件：当日９時時点では，八神（２hr後）および馬木地点（２４hr後）に流量不足は発生

しないと予測していたが，予期せぬ減水が発生した場合の制御モデル

9時時点では不足しないと予測 9時時点では24hr後は不足しないと予測

翌日
21時

3hr
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16

志津見ダム運用を考慮した演算方法（馬木地点自然流量の算定概要）
《来島ダム放流量》
＝①馬木現在自然流量から算定した２４時間後の見込不足量＋河道ロス（２０％）

《①馬木現在自然流量》
＝②馬木現在観測流量－③24hr前来島ダム放流量－④17hr前志津見ダム補給量

４．環境放流運用（自動制御）の変遷（Ⅳ）

（H23．6～現在）【志津見ダム運開後】
○環境放流バルブ自動制御方法は従来通りで，志津見ダムの運用を考慮した運用

戸神
川

馬木観測所

来島ダム

日

本

海

ダム管理所

八神観測所

志
津
見
ダ
ム

②馬木現在観測流量

③24時間前来島

ダム環境放流量
④17時間前志津見

ダム補給量

①馬木現在自然流量
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17
【参考資料１】来島ダム（貯水池）運用計画･実績例

Ｈ２３ 貯水位（運用実績）

目標貯水位（運用計画）

時 期 考 え 方

融雪初期（2月10日） 融雪期の出水を考慮した貯水位１５．４m程度とする。

融雪出水末期（４月１日） 融雪時期の一雨降雨による出水を考慮し，一雨降雨でクレストを超えない貯水位
１６．４ｍ程度とする。

梅雨初期（６月２１日） 梅雨時期の出水に備え，貯水位１０．０ｍ程度とする。

台風時期前（９月１日） 台風による出水に備え，貯水位１０．６ｍ程度とする。

○：目標貯水位
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18
【参考資料２】来島ダム環境放流設備概要

○ 環境放流は放流管呑み口を貯水表面から２ｍ下を目標に自動制御または切替えて取水

洪水吐ゲート ダム断面図
EL.364.0m

貯水位に追従し，
呑み口を可動ある
いは切替て取水

設計堆砂面
EL.322.0m

最低水位 0m
EL.336.0m

利用水深
25m

EL.361.0m

常時満水位 25m

放流管放流管

放流水出口
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19【参考資料３】来島ダム水使用の実績概要

■来島ダム流入量・放流量の状況

・全放流量に対する神戸川への放流量の割合 １０％

・全放流量に対する発電使用水量の割合 ９０％


